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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ずれ重なり式に搬送される枚葉紙を、加工機械
、たとえば印刷機の加工速度に加速し、加速プロセス中
に整直させるようにする枚葉紙供給装置を提供する。
【解決手段】給紙テーブル９に、枚葉紙のための第１の
加速ステーション２７が設けられており、該第１の加速
ステーション２７に、枚葉紙のための少なくとも１つの
第２の加速ステーション３１が後置されており、これら
の加速ステーションに、枚葉紙を加工する機械のタイミ
ングで連続的に駆動可能な搬送装置３４が後置されてい
る。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　枚葉紙を加工する機械に枚葉紙を供給するための装置であって、給紙テーブルが設けら
れており、該給紙テーブルに沿って枚葉紙がずれ重なり式に搬送されて、枚葉紙を加工す
る機械の供給胴に設けられた枚葉紙グリッパ装置に供給される形式のものにおいて、
給紙テーブル（９）に、枚葉紙（７）のための第１の加速ステーション（２７）が設けら
れており、該第１の加速ステーション（２７）に、枚葉紙（７）のための少なくとも１つ
の第２の加速ステーション（３１）が後置されており、前記加速ステーションに、枚葉紙
を加工する機械のタイミングで連続的に駆動可能な搬送ステーション（３４）が後置され
ていることを特徴とする、枚葉紙を加工する機械に枚葉紙を供給するための装置。
【請求項２】
　搬送ステーション（３４）と加速ステーション（３１，２７）とが、搬送ベルト（３６
，３３，２９）を有している、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　搬送ベルトに、個別に吸込み空気で負荷可能なサクション装置が対応配置されている、
請求項２記載の装置。
【請求項４】
　前記加速ステーションのうちの一方の加速ステーション（２７）が、枚葉紙の位置調整
のために移動可能に形成されている、請求項１記載の装置。
【請求項５】
　前記加速ステーション（２７）が、搬送平面内で斜めに調節可能に配置されている、請
求項４記載の装置。
【請求項６】
　前記加速ステーション（２７）が、搬送平面内で側方に移動可能に配置されている、請
求項４記載の装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、シートもしくは枚葉紙を加工する機械、特に印刷機に枚葉紙を供給するため
の装置であって、給紙テーブルが設けられており、該給紙テーブルに沿って枚葉紙がずれ
重なり式に搬送されて、枚葉紙を加工する機械の供給胴に設けられた枚葉紙グリッパ装置
に供給される形式のものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような形式の装置では、枚葉紙は、ずれ重なり式に加速ステーションに供給され、
この加速ステーションによって枚葉紙は加工速度にまで加速され、整直されるか、もしく
は位置調整される。
【０００３】
　ドイツ連邦共和国特許第１９８１４１４１号明細書には既に、面状の製品、たとえば金
属薄板パネルを加工機械に供給するための装置が開示されている。この場合、面状の製品
は、種々の減速ステーションもしくは位置調整ステーションに順次に供給される。
【０００４】
　金属薄板パネルの供給は、小さな加工速度で相応して緩慢に行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許第１９８１４１４１号明細書
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
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　本考案の根底を成す課題は、冒頭で述べた形式の装置を改良して、ずれ重なり式に搬送
される枚葉紙を、加工機械、たとえば印刷機の加工速度にまで加速させ、かつ加速過程の
間に位置調整することのできる装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題を解決するために、本考案による構成では、給紙テーブルに、枚葉紙のための
第１の加速ステーションが設けられており、該第１の加速ステーションに、枚葉紙のため
の少なくとも１つの第２の加速ステーションが後置されており、前記加速ステーションに
、枚葉紙を加工する機械のタイミングで連続的に駆動可能な搬送装置が後置されているよ
うにした。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案の特別な利点は、枚葉紙が、極めて高い搬送速度（たとえば２００００枚／時間
よりも高い）で加工機械、特に印刷機に供給され得ることである。
【０００９】
　枚葉紙を整直するための定位置のストッパは必要とされない。
【００１０】
　相前後して配置された２つまたはそれ以上の加速ステーションが配置されていて、１つ
の加速ステーション、有利には第１の加速ステーションが同時に位置調整機能を発揮する
と有利である。
【００１１】
　別の利点は、枚葉紙を加工する機械の第１の供給胴に設けられたグリッパ装置への引渡
し前に、相互間隔を置いて相並んで配置された複数の搬送ベルトを用いて枚葉紙を状態調
節することである。この手段によって枚葉紙は均整化され、折り目形成なしにグリッパに
引き渡され得る。
【００１２】
　全ての加速ステーションおよび位置調整ステーションは、吸込み空気負荷可能な搬送ベ
ルトを有している。吸込み空気負荷は、枚葉紙を加工する機械のタイミングで制御可能で
あると有利である。
【００１３】
　以下に本考案を実施するための最良の形態を図面につき詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】枚葉紙輪転印刷機の断面の概略図である。
【図２】本考案による給紙装置の斜視図である。
【図３】給紙装置の断面図である。
【図４】給紙装置を上から見た図である。
【考案を実施するための形態】
【００１５】
　シートもしくは枚葉紙７を加工する機械、たとえば印刷機１は、給紙装置２と、少なく
とも１つの印刷装置３もしくは印刷装置４と、排紙装置６とを有している。枚葉紙７は、
枚葉紙パイル８から取り出されてずれ重なり式に給紙テーブル９を介して、印刷装置３、
４に供給される。これらの印刷装置３，４は公知の形式で、それぞれ１つの版胴１１，１
２を有している。版胴１１，１２は、フレキシブルな版板を固定するための各１つの装置
１３，１４を有している。さらに各版胴１１，１２には、半自動的または全自動的な版板
交換のための装置１６，１７が対応配置されている。
【００１６】
　枚葉紙パイル８は、制御されて上昇可能なパイルプレート１０に載積されている。枚葉
紙７の取出しは、枚葉紙パイル８の上側から、サクションヘッド１８によって行われる。
このサクションヘッド１８は、特に、枚葉紙７の個別化とずれ重なり形成とのための複数
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の第１吸１９および第２吸２１を有している。さらに、上側の枚葉紙層をさばくためのブ
ロー装置２２と、パイル追従案内のための検出エレメント２３とが設けられている。枚葉
紙パイル８、特に枚葉紙パイル８の上側の枚葉紙７を位置調整する、つまり整直させるた
めには、側方および後方の複数のストッパ２４が設けられている。
【００１７】
　給紙テーブル９は、ずれ重なり流の搬送のために、少なくとも１つの第１の搬送ベルト
２６を有している。この搬送ベルト２６は、いわゆるサクションベルトとして形成されて
いて、有利には枚葉紙を加工する機械のタイミングで連続的に、駆動モータ、または印刷
機の給紙装置により駆動可能である。
【００１８】
　搬送ベルト２６には、枚葉紙搬送方向（図２、図３、図４の矢印を参照）で、第１の加
速ステーション２７が後置されている。すなわち、搬送ベルト２６の下流側には第１の加
速ステーション２７が配置されている。この第１の加速ステーション２７は、搬送ベルト
２６の駆動装置とは別個に独立して制御可能な固有の駆動装置２８を有している。第１の
加速ステーション２７は、少なくとも１つの搬送ベルト２９を有している。搬送ベルト２
９は、サクションベルトとして形成されていて、加速したい枚葉紙の位置に関連して吸込
み空気で負荷可能である。
【００１９】
　第１の加速ステーション２７には、少なくとも１つの第２の加速ステーション３１が後
置されている。この第２の加速ステーション３１は、駆動装置３２を有しており、主とし
て、吸込み空気で負荷可能な少なくとも１つの搬送ベルト３３から成っている。
【００２０】
　第２の加速ステーション３１には、搬送ステーション３４が後置されている。この搬送
ステーション３４は、相並んで互いに間隔を置いて配置された複数のサクションベルト３
６を有している。これらのサクションベルト３６は、共用して１つの駆動装置３０を用い
て、枚葉紙を加工する機械の速度で駆動可能であり、かつ供給したい枚葉紙７をその全幅
にわたって支持しかつ搬送し、その結果、枚葉紙７は供給胴２５のグリッパ装置３５によ
って把持される。サクションベルト３６は一緒に吸込み空気で負荷可能であり、この場合
、吸込み空気による負荷は枚葉紙を加工する機械のタイミングで制御可能である。
【００２１】
　供給したい枚葉紙７を整直させるためには、第１の加速ステーションの搬送ベルト２９
が斜めに調節可能でかつ側方に移動可能に形成されている。
【００２２】
　枚葉紙７の側縁を検出するためには、加工したい横方向紙判（Querformat）に合わせて
調節可能なセンサ３７が設けられており、このセンサ３７は、枚葉紙搬送方向で第１の整
直ステーション２７の領域に配置されている。
【００２３】
　別の２つのセンサ３８，３９は、ほぼ同じ高さで、かつセンサ３７と同じ時点で枚葉紙
７の枚葉紙前縁を検出し、目標値・実際値比較の後に搬送ベルト２９もしくは加速ステー
ション２７の傾斜のための駆動装置４０を制御する。搬送ベルト２９もしくは加速ステー
ション２７の側方位置の修正は、センサ３７を用いて検出される枚葉紙の位置値の目標値
・実際値比較につき行われる。
【００２４】
　枚葉紙が、ずれ重なり流の速度に対して加速されかつ整直された後に、この枚葉紙は、
別の（第２の）加速ステーション３１により捕捉されて、機械速度にまで加速される。
【００２５】
　第２の別の加速ステーション３１もしくは複数の別の加速ステーションには、機械速度
で駆動された搬送ステーション３４が後置されている。すなわち、第２の別の加速ステー
ションもしくは別の加速ステーションの下流側に搬送ステーション３４が配置されている
。これらの搬送ステーション３４は、相並んで間隔を置いて配置された複数の搬送ベルト
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て分配されて給紙テーブル９に配置されている。搬送ベルト３６は、枚葉紙をその全幅に
わたって捕捉して、枚葉紙を状態調節するか、もしくは均整化するので、枚葉紙７は、歪
みなく、供給胴２５のグリッパ装置３５に引き渡され得る。
【００２６】
　図３に示した有利な実施例では、枚葉紙の側方位置を検知するための付加的なセンサ４
１が設けられている。目標値・実際値比較の後に、枚葉紙を、供給胴２５上でもう一度、
側方に位置調整することができる。
【符号の説明】
【００２７】
　１　印刷機
　２　給紙装置
　３　印刷装置
　４　印刷装置
　６　排紙装置
　７　枚葉紙
　７ａ　次の枚葉紙
　８　枚葉紙パイル
　９　給紙テーブル
　１０　パイルプレート
　１１　版胴
　１２　版胴
　１３　版板を固定するための装置
　１４　版板を固定するための装置
　１６　版板を交換するための装置
　１７　版板を交換するための装置
　１８　サクションヘッド
　１９　第１吸
　２１　第２吸
　２２　ブロー装置
　２３　検出エレメント
　２４　ストッパ
　２５　供給胴
　２６　搬送ベルト
　２７　第１の加速ステーション
　２８　駆動装置
　２９　搬送ベルト
　３０　駆動装置
　３１　別の（第２の）加速ステーション
　３２　駆動装置
　３３　搬送ベルト
　３４　搬送ステーション
　３５　グリッパ装置
　３６　サクションベルト
　３７　センサ（側縁）
　３８　センサ（前縁）
　３９　センサ（前縁）
　４０　駆動装置（位置２７；２６）
　４１　第２のセンサ（側縁）
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